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 横浜市保土ヶ谷小学校防災拠点運営委員会は大震災が現実に起こり得ることを考えて、より具体的な防災

講習会を開催する必要があるとして、今回その第一歩として、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）が企画されました。 

そして日本防災士会横浜支部が、このＨＵＧの訓練の指導を行ないました。 
  

 日 時 2016年（平成 28年）9月 4日（日） 13：00～14：30 

 場 所 保土ヶ谷区役所 ４階 

 講   師 今井支部長、長沼副支部長、玉江幹事、 

ファシリテーター：徳江副支部長、越智幹事、小菅幹事、飛田役員、山田役員 

 参加者 保土ヶ谷小学校地域防災拠点運営委員 33名、 

保土ヶ谷小学校長：門脇校長、保土ヶ谷区役所：竹内（防災参与） 敬称略 

 

   

 

     

【実施に当たっての手順】 

・最初にパワーポイントによるＨＵＧの意義、ゲームのやり方について説明しました。 

・避難所を開設するに当たり、建物の立ち入り禁止場所を事前に決めることとか避難者が避難所でのルールを 

 発災前に決めておく内容等を説明しました。 

・避難所の中での高齢者・災害弱者のエリアについて、理想と思われる場所取りを説明しました。 

 

【ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）開始】 

４つのグループに分かれて、小学校の見取り図をＡ１拡大コピーにして、１グループ８名～９名で行いました。 

リーダーを決め、避難者カードを１枚づつ取って読み上げ、皆んなでその対象者カードを適当と思われる場所に 

置いていく。（約４５分） 

 

 

   

 

    
 

     
     

 

保土ヶ谷小学校防災拠点「ＨＵＧ」実施報告 

 

拠点運営委員会委員長 保土ヶ谷小学校長 日本防災士会横浜支部長 
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【質疑応答】 

Ｑ．避難者の中に認知症の方がいた場合はどう対処したら良いですか？ 

Ａ． 認知症の方は一般の体育館には入れなくて、使える教室などに家族と一緒に入ってもらう。 

   あと、妊婦とか外国人とかコミュニケーションがうまく取れない方も教室が良い。 

Ｑ．受付リストの個人情報はどこまで書くのですか？ 

Ａ．名前、住所、電話番号を受付リストに印刷しておいて書いてもらう。 

Ｑ．個人情報リストの保管は誰がするのですか？ 

Ａ．最終的には区役所のパソコンに入力されて保管します。 

 

 

【会場には関係資料も展示され拠点関係者の熱意が伝わってきました。】 

 

   

 

     

【今井支部長感想】 

「防災拠点避難所運営研修」ということで、保土ヶ谷小学校防災拠点の運営委員会長及び区役所防災

担当者、保土ヶ谷小学校長そして付近の住民の方々が参加しての「避難所運営図上訓練」を実施いた

しました。参加者は３３名でしたが、最近の熊本地震や地震ばかりではない、台風１０号による東北地方

の豪雨による被害を考えると、自然に熱心にならざるを得ないようで、真剣に取り組んでいました。 

日本防災士会横浜支部と致しましても、ＤＩＧ・ＨＵＧの講習会を地域の自治会・町内会などに対し積極的

に自助・共助を主眼にした防災活動を実施します。（報告者：長沼重雄） 

 

 

 

 
 

 

保土ヶ谷小学校生徒作品 

平成２８年度地域防災訓練ポスター 

避難所のパネル展示 


